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高校生の建設現場実習にかかる受入調査について
(人材確保・育成モデル事業対象校)

かねてより、本会業務の円滑な運営等につきましては、格別のご高配を賜り

厚くお礼申し上げます。

さて、建設現場実習につきましては、本会では、人材確保対策・建設業への

入職促進を図る事を目的に県内工業高校等の土木系・建築系学科の生徒・教師

を対象に平成 7 年度より実施しております。

標記実習につきましては、 21・ 22 年度の 2 ヶ年、国土交通省と文部科学省が

連 携 し て実 施 し て い る 「 建 設 業人 材 確 保・ 育 成モ デ ル 事業 (専門 高 校実 践 教 育

導 入 事 業)」 の 一 環 と し て 昨 年度 に 続 き実 施 する も の であ り 、同 モ デル 事 業 対

象工業高 校(土木 系学科)が下記日程 での現場 実習(土 木現場)を計画されており

本会へ協力依頼がまいっております。

実習の実施にあたっては、本会が実施しております現場実習の受入が、総合

評価落札方式において、平成 22 年 4 月 1 日以降の公告分より、《社会貢献活動

B》 に お い て 、『 担 い 手 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト へ の 協 力 』 等 が 追 加 さ れ 評 価 対 象 と

されております。

つきましては、実習の実施にあたり貴社が現在元請けとして施工中の現場(公
共工事 )で の 受 入 の 可 否 に つ いて 調 査 をさ せ て頂 き た く、 急 なお 願 いで 誠 に 申
し訳ございませんが、受入可能(1 現場 3 ～ 4 名)の場合は別紙(学校別になって

おります)により 9 月 27 日(月 )までに FAX(095-826-2289)にてご回答方よろしく

お願い申し上げます。

追って、受入可能として頂いた場合でも、現場選定は学校側がいたしますた

め、受入をお願い出来ない場合があります事をご了解願います。

また、学校より同実習への参加生徒は 2 年生のため、まだ座学での授業が多

く、実習は殆ど実施されていないとの連絡がまいっております事と、各自で公

共交通機関等を利用して現場に行きます事を申し添えます。

記

1.実習日程

1)大村工業高等学校 建設工業科 2年 39(女性1)名 5日間
平成 22 年 10 月 18 日(月 )～ 19 日(火 )、 11 月 17 日(水 )～ 19 日(金 )

2)佐世保工業高等学校 土木科 2年 41(女性2)名 5日間
平成 22 年 10 月 20 日(水 )～ 22 日(金 )、 11 月 11 日(木 )～ 12 日(金 )

3)鹿町工業高等学校 土木技術科 2年 38名 3日間
平成 22 年 11 月 16 日(火 )～ 18 日(木 )

※ 1)・ 2)は 5 日間、 3)は 3 日間(ともに終日)すべての受入が可能な

企業のみ。




